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１．概要（Summary） 

コンクリートの研究において、材料科学に基づく、

メカニズムや製造プロセスから再検討することで、こ

れまでと同じ元素構成でありながら全く新しい性能

と価値観を付与する研究を行っている。本研究は、コ

ンクリート表面に百 µmオーダーの微細なテクスチャ

加工を施し、それによって新機能を発現することを構

想し、ナノテクノロジー・プラットフォームの装置を

利用して実現することを試みている。 

 

２．実験（Experimental） 

昨年度より試作していたコンクリート専用の型枠

をナノテクノロジー・プラットフォームのダイサーを

利用して作製し，これによりセメント硬化体の成型を

行った．このセメント硬化体は，Fig.1 に示すダイサ

ーによって切削された微細凹凸が転写されており，凹

凸の形状により，平行光を当てた際の鏡面反射率に角

度依存性が得られるようになっている．これにより，

このセメント硬化体を用いた建築物は冬期は日射エ

ネルギーを取得する一方で，夏期は日射エネルギーを

反射し空調効率を上げることができる． 

本研究は，このナノテクノロジー・プラットフォー

ムのダイサーによって製作した，セメント硬化体に対

して，実際の効果を検証するため，研究室で製作した

熱物性測定装置により測定を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

結果を Fig.２に示す．この結果，低角度の入射光に

おいては反射率が低下し，高角度の入射光においては

反射率が高まることが明らかになった．この一方で熱

流計による熱流量が想定したモデルと一致しない結

果となった．今後，熱収支を厳密に検討する必要があ

ると考えられる．光による材料表面における熱収支は，

放射率，形態係数，熱伝達率，熱伝導率，比熱，空隙

分布，水分などが複雑に関係しあっているために，既

存の材料の光による熱収支を解く理論（特にセメン

ト・コンクリート関係においては）があまり存在して

いない．そこで新たな理論に基づく理論を提案し，解

析を行った結果を Fig.2「theoretical」に示す． 

 

Fig.1 Crosssectional view of design. 

 

Fig.2 Reflectivity measurement. 

 

上記の結果を踏まえ、来年度にかけて再度，新たな

実験，解析を行うことを計画している． 
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